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研究成果の概要： 
 
本研究は郊外の居住環境において，自家用自動車を媒介として，住居内部と郊外大型店舗
が境目なく繋がり，公私が混在したひとつながりの生活領域を形成している状況を「郊外
のインドア化」と定義し，その全国的な展開状況と調査するものである． 
調査は全国の代表的な郊外大型店舗集積地（ロードサイド銀座）を対象とし，その配置形
態や自動車との接続状況調査から，郊外のインドア化が全国的な現象であることが分かっ
た．インドア化にはいくつかのタイプが認められ，開発前の土地の形状や用途がその要因
となっており，タイプによって街路景観の差が生じていることが指摘できた． 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は郊外の居住環境を「郊外のインド
ア化」という切り口から明らかにしようとし
たものである．「郊外のインドア化」とは，
自動車を主な移動手段とし，その利便性を中
心に住居や周辺地域が計画される事で，郊外
での生活領域が，住居内から外部空間まで境
目なく繋がっていく状態を指している．これ

は申請者による新潟県の郊外居住環境おけ
る以下の調査調査の結果から導きだされた
ものである． 
（住居に関する調査） 
 接道部に駐車空間が大きく確保され，家屋
と駐車空間が密接に繋がるように配置され
るなど，家と外部との関係が車を中心に計画
されている住居が増加している． 
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（移動手段に関する調査） 
 家族それぞれが車を個人所有する事で，車
が自分の部屋の様に居室化され，移動手段以
外の目的で滞在する時間が増える等，あたか
も住居の一部のような使われ方をしている． 
（周辺地域に関する調査） 
 郊外居住環境では，日常の外出がすべて郊
外店舗内で完結できるほど，多様な業種が郊
外店舗に進出している．また，郊外店舗がさ
らに大型複合化し，利用者を囲い込みために
「車を降りてから入店」ではなく「車で入店
してから降車」するように計画されている．
結果，駐車場がエントランスを経由せずに売
り場と直接つながる（車から降りた利用者は
いきなり売り場の真ん中に放り出される）よ
うな空間構成が増えつつある． 
 
 この「郊外のインドア化」によって形成さ
れた公共空間は，住居から境目なく繋がるこ
とで，部屋着のまま買い物をする家族連れが
見られる等，公私領域が混在しており，従来
の公共空間とは大きく異なるものである．ま
た，居室化した自動車が介在し，住居と広域
に点在する一部の建物が結びつけられる事
で形成される生活領域は，車を利用しない者
や車で利用出来ない施設を閉め出した，いわ
ば囲い込まれた生活圏であり，その消費活動
に先導された空間は決して豊かな環境とい
えない．しかしながら，地方都市の郊外にお
いては自動車を利用した生活は不可欠なも
のであり，今後の建築計画，施設計画におい
ても，このインドア化という現象を念頭に置
きながら，いかに豊かな郊外居住環境を形成
していくかが課題になると考えられる． 
 しかし，インドア化された郊外居住環境は，
従来とは大きく異なる空間の使われ方や，生
活の展開がなされており，この居住環境に資
する建築計画，施設計画手法は十分確立され
ているとはいえなかった． 
 

概念図「インドア化された郊外居住環境」 

 
 
２．研究の目的 
 本研究はインドア化された郊外居住環境

の質の向上に資する建築計画，施設計画手法
を確立することを念頭に置きながら，その基
礎的研究として以下の２点を明らかにする
ことを目標にしている． 
（１）郊外のインドア化の全国的な実態 
 ここまで，多雪寒冷地であり，地方中核都
市である新潟において郊外のインドア化に
ついて調査分析を進めてきたが，他地域の郊
外居住環境でのインドア化の状況を調査し，
全国規模での郊外のインドア化の実態を明
らかにする．また，地域差が見られた際はそ
の原因を考察する． 
（２）郊外のインドア化による生活領域，公
私領域の変化 
  インドア化された郊外居住環境における
個人の交流の様態に注目し，居住者の生活領
域や公私領域を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 九州圏，関西圏，中部圏，首都圏，甲信越
圏，東北・北海道圏のそれぞれの代表的な郊
外居住地域を選定し，インドア化の状況を明
らかにするために以下のフィールドサーベ
イを行った． 
（１） 郊外施設の全国分布調査 
 郊外施設の業種と分布を調査し，代表的な
郊外地域を選定する． 
（２）郊外施設のインドア化調査 
 郊外を形成する住宅及び各種施設（商業施
設・地域施設）に対し，建物単体を車との空
間的な接続性を中心に分析・評価する． 
（３）インドア郊外圏内の実態調査 
 （１）で選定した郊外地域を対象に，自動
車移動によって形成されている広範な生活
領域の実態を調査する．広範な流域に分布す
る要素（建物）を記録するために，GPSを用
いた位置記録装置を用いる． 
 
 
 
 
 
 
 

郊外幹線道路景観 

 
４．研究成果 
（１） 郊外施設の全国実態調査 
 大都市から郊外に延びる幹線道路を対象
とし，郊外大型店舗の沿線毎の配置状況をプ
ロット調査した．特に郊外店舗が集積してい
る地域を選び出すために，郊外地域に全国展
開している１２社を選定し，その店舗の分布
状況が１００ｍあたり１店舗以上となった
状態が１ｋｍ以上続く幹線道路沿いの地域
を「ロードサイド銀座」と定義し，全国から
該当する地域を７８カ所抽出した．郊外型大
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A Study on Indoor Enclosure  of Residential Environment in Suburb
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IWASA Akihiko,TAKEUCHI Atsushi, NAKAYAMA Tsuyoshi, HASEGAWA Takashi, AKAI Aya, KOJIMA Yuki

This study focuses on the residential area transformed by car use in suburb.  Connecting 

house and roadside retails by cars, the area enables residents to behave as if they are 

staying in one indoor space. This study calls the area “Indoor suburb” and reveals its 

actual condition in three aspects as below;

1) the car customized like private room,

2) the house whose façade along street is fully emerged,

3) the roadside retail enclosing space between shop and parking,

These of them are caused by　car dependence in suburb, and are composed into one large 

indoor residential area.
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【住戸】
接道部に駐車空間が大きく確保さ
れ，家屋が駐車空間とが密接に繋がる
ように配置されるなど，家と外部との
関係が車を中心に計画されている．

【自動車】
家族それぞれが車を個人所有する事で，自分の部屋の様に居
室化され，移動手段以外の目的で滞在する時間が増える等，
あたかも住居の一部のような使われ方をしている．

【郊外施設】
多様な業種が郊外店舗に進出し，日常の外出がほとんど郊外店舗内
で完結している．駐車場がエントランスを経由せずに売り場と直
接つながる（車から降りた利用者はいきなり売り場の真ん中に

放り出される）ような空間構成がされる．
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型店舗の郊外幹線道路沿いへの集積は全国
で起きている現象であり，郊外のインドア化
が全国的な現象であることが伺える．これら
の集積地における店舗の配置を見ていくと，
郊外型店舗は，幹線道路に沿って分布してい
るだけでなく，幹線道路から引き込んだ立地
に巨大な駐車場を設け，その駐車場を囲むよ
うに配置されるタイプなど，自動車利用の利
便と消費者の囲い込みをより強く意図した
形態が出現しており，インドア化の様態もい
くつかのタイプ分けが可能であることが分
かった．また，敷地における店舗の配置形態
は業種や敷地・接道形態との関係性が認めら
れた．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敷地における店舗の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店舗配置と業種との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗配置と敷地及び接道形態 

（２）郊外施設のインドア化調査 
 自動車交通を媒介に住居と都市がシーム
レスにつながるインドア化が，生活領域・公
私領域に及ぼす影響は，自動車が住戸や店舗
に対してどれくらいの親和度で接触してい
るかが大きく関わってくると考えられる．調
査では，郊外店舗や住宅（戸建て住宅）の敷
地内駐車場など，自動車のために供された空
間と道路を一つに併せた領域を「道域」と定
義し，６つの幹線道路を対象に道域の広がり
を調査した．それぞれの道域の広がりには，
幹線道路周辺地域の元々の土地形状が大き
く作用しており，田園地域，旧街道など，元々
の地域性とロードサイドの配置状況に一定
の関係性があることが明らかになった．また
これらの道域によって形成されている公私
領域や生活領域の展開形態にはいくつかの
タイプが存在することが明らかになった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗に組み込まれる駐車空間（道域） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集落の土地形状を継承した郊外型大型店舗 

◇駐車場形態の組み合わせ
　各店舗は１種類の駐車場しか持ち合わせていないわけ
ではない。規模が大きな店舗ほど、５つの駐車場形態を
組みあわせて駐車場を確保している（図表ｋ）。組み合わ
せとして、平面駐車場と建物下駐車場を保有している店
舗が最も多く、２つの駐車場間は境目なくつながってい
る。
　また、配置関係により、道路と各々の駐車場が、並列
の関係にあるものと直列の関係にあるものが存在した。
並列の関係とは、保有している複数の駐車場がそれぞれ
道路とつながっているものを言い、図表ｌのように、各々
が独立した店舗入口を持っているものが多い。
　直列の関係とは、形態の違う駐車場が道路からひとつ
ながりの関係にあるものを言う（図表ｍ）。外部空間に
ある平面駐車場から建築領域に組込まれた駐車場につな
がっていく事例が多い。どの駐車場にも店舗入口を設置
しており、＜道域＞の広がりが店舗との関係を多様にし
ていると言える。
　図表ｎの平面駐車場と立体駐車場の組み合わせのタイ
プでは、直列の関係にあるが、入口は道路側の平面駐車
場にしか存在しない。奥の立体駐車場は、車を収納する
ためだけに広がった＜道域＞であり、店舗と切り離され
た関係にあると言える。
５．駐車場面積
　駐車場と店舗との配置関係を、１つの敷地に１つの店
舗が出店している敷地（以後１敷地１店舗と呼ぶ）と、
１つの敷地に複数店舗が出店している敷地（以後１敷地
複数店舗と呼ぶ）に分け分析を行う。

図表ｐ．業態と配置の関係（１敷地１店舗）
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図表ｌ．駐車場形態の組み合わせ（平面駐車場―立体駐車場①）

図表ｍ．駐車場形態の組み合わせ（平面駐車場―屋内駐車場―建物上駐車場）

図表ｎ．駐車場形態の組み合わせ（平面駐車場―立体駐車場②）

図表ｏ．敷地面積と駐車場面積の関係　左―１敷地１店舗　右―１敷地複数店舗

図表ｋ．駐車場形態の組み合わせのパターン（全４８２店舗）

①平面駐車場（４５４件）
②平面駐車場―立体駐車場（６件）
③平面駐車場―立体駐車場―建物上駐車場 (２件 )
④平面駐車場ー屋内駐車場ー建物上駐車場 (１件 )
⑤平面駐車場ー屋内駐車場ー
　建物下駐車場ー建物上駐車場（１件）

⑥平面駐車場ー建物下駐車場（１１件）
⑦平面駐車場ー建物上駐車場（４件）
⑧立体駐車場（１件）
⑨屋内駐車場ー建物上駐車場（２件）
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屋内駐建上駐

道路から平面駐車場～屋内駐車

場～建物上駐車場まで直列につ

ながっている。各々の駐車場に

店舗入口を持っている。

道

店

平駐 立駐

道路から平面駐車場～立体駐車

場まで直列につながっている。

店舗入口は平面駐車場にしかな

い。

店

立駐 平駐

道

立体駐車場と平面駐車場は道路

と並列の関係にあり、各々が進

入口を持っている。

◇敷地面積と駐車場面積
　敷地と駐車場は、面積の大きさに相関関係がみられた
（図表ｏ）。対象とした新潟市では、敷地内の余白に設置
された平面駐車場が多いため、駐車場面積は敷地面積の
大きさに左右されると考えられる。
◇駐車場の配置と面積　
　１敷地１店舗において、駐車場の配置を１４タイプに
分類できた（図表ｐ）。その中で特徴的だったものを以下
に取り上げる。
＜Ｂタイプ＞　全タイプの中で１番多くみられ、各種商
業施設の中では最も多く存在する。駐車場を道路側に寄
せており、接続性の高い配置であると言える。
＜Ｃタイプ、Dタイプ＞　駐車場を道路を背にして左ま
たは右側に寄せているタイプである。道路との接続性を
十分に確保できる接道幅の長い敷地に多いと考えられる。
＜Ｅタイプ、Ｆタイプ＞　店舗を道路側手前に、駐車場
を敷地奥に回り込むように設けられたタイプである。業
態でみると飲食施設に多くみられる。
＜Ｉタイプ＞　店舗が道路側中央に寄り、敷地両側面と
奥側に駐車場が広がっているタイプで、７例中３例がド
ライブスルーを行っている店舗であった。これは、商品
の注文および受け渡しをするために、店舗の周りを１周
する車の動線を優先することでできた駐車場配置である
と言える（図表ｑ）。
＜Nタイプ＞　敷地の外側で駐車場が広がっているタイ
プで、娯楽施設に多い。これは、駐車場面積が大きい程、
店舗を囲むように配置することで、車を降りてから店舗
までの距離をできるだけ短くするためだと考えられる。
６．接道条件／敷地形状と駐車場配置との関係
　接道条件と敷地形状の違いにより、駐車場配置がどの
ようになっているのか分析を行う（図表ｒ）。
̶横長敷地（図表ｓ）̶
①側面道路なし
　狭い敷地では、店舗脇に駐車場を設けるか、写真のB
タイプのように車を横１列に並べ道路と直につながる配
列にしている。とくに後者は駐車場＝車を停めるスペー
スであり、車を方向転換するスペースは必要がない。つ
まり、横長敷地で敷地面積が小さいこと、そして必要な
駐車台数が少ない店舗特有の、道路とのつながりの良い
形態であると言える。
②側面道路（左側）
　①と比較して、B、C、Dタイプのように接道条件に寄
らない共通の配置がある反面、E、Hタイプのように①で
は見られない配置が存在した。写真のEタイプでは、側
面道路から駐車場に進入することで、ドライブスルーに

図表ｒ．接道条件と敷地形状（１敷地１店舗）

図表ｐ．駐車場配置のタイプ分け（１敷地１店舗）

図表ｑ．ドライブスルー（Ｉタイプ）

図表ｓ．横長敷地の接道条件ごとの特徴（１敷地１店舗）
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に、図表 fのように奥に長い敷地が多く、飲食施設のよ
うな小さな店舗規模では、必要以上の敷地面積になる。
反面、奥行きの長い敷地を確保できることは、大規模店
舗にとっては好都合であり、多くの娯楽施設や大型商業
施設が出店している。この場合は、水田２～５枚分の長さ、
約６５m単位で奥行き長さをとって敷地を確保している。
敷地の側面および後面に道路が接している敷地が少なく、
前面道路面の進入口の広さが敷地内への接続性を決めて
いる。
＜集落型＞集落の土地にロードサイドショップが形成さ
れた形態である（図表ｇ）。「紫鳥線」、「笹出線」に多く
みられた。元々集落で土地が使われていることもあり、
空き敷地が少なく、敷地面積は比較的小さなものが多い。
細く入り組んだ道路が後背地に存在し、街区形状・敷地
形状を異形にしている。敷地によって奥行き長さも異なっ
ており、それは店舗・駐車場配置にも影響を及ぼしてい
ると考えられる。
＜グリッド整形街区型＞後背地の敷地形状に寄らない、
新しく区画整理がされた形態で、分割してできた敷地も
含む（図表ｈ）。街区の奥行きが短いところは、笹出線の
敷地のように後背道路に面するなど、接道条件が多様で
ある。面積も小さなところが多い。
　このようにロードサイドの敷地形状は通りごとに多様
性を帯びていると言える。また、後背地の骨格が敷地の
形状と接道条件と関係していることも指摘できる。
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行けるようになっており、接道条件が駐車場配置に反映
されている。
―中間敷地（図表ｔ）―
③側面道路なし
　①と比べると駐車場を道路手前に配置するBタイプ、
敷地奥に駐車場を回り込ませるE、Fタイプが多い。敷
地の奥行きが長くなることで、敷地を前後に使い分ける
配置により道路との接続性を高めていると考えられる。
④側面道路（右側）
　③と比べると、側面道路からの進入をふまえた配置が
多く、前面道路側に駐車場を寄せているBタイプが少な
い。特に２つの道路側に駐車場を配置し、店舗が敷地奥
側に寄せられたGタイプがもっとも多い。２つの道路か
らの駐車場への接続性を高めることで、必然的に決定し
た配置であると言える。
̶縦長敷地（図表ｕ）̶
⑤側面道路なし
　もっともサンプルが得られた敷地形態である。奥行き
が長い敷地に対して、Ｂタイプが１番多いのは、幅が狭
い敷地に効率よく駐車場を確保しようとした結果である
と考えられる。
　また、Eタイプ、Ｆタイプが多いのは、道路からの店
舗の見えを確保すると同時に、幅狭い敷地で店舗に接す
る駐車場の面を広く確保するためであると考えられる。
その結果この配置は、駐車場から店舗への客側の動線と、
店員の動線をわけることが可能になる。
⑥側面道路（右側）
　⑤、⑥をふまえると、もっとも多いBタイプは、接道
条件に寄らない縦長敷地共通の配置であると言える。ま
た、敷地後面に駐車場を配置するAタイプは、側面道路
を経由することで広がる＜道域＞である。

このように、接道条件をもとに駐車場配置が決められて
いることが指摘できる。配置で優先されるのは道路と駐
車場の接続性であり、＜道域＞のつながりを優先するこ
とで、店舗配置が決められていると言える（図表ｖ）。
７．車によってつくられる都市
　新潟市郊外において＜道域＞という視点から、ロード
サイドの構成を明らかにしてきた。車との接続性が考慮
される中で＜道域＞という１つの決定原理 で、ロードサ
イド形状が造られていることが指摘できる。つまりそれ
は、隣接する建物の相互関係によるものではなく、車と
いうツールによってつくり出された自動車至上都市のま
ちの形状であると言える。

図表ｔ．中間敷地の接道条件ごとの特徴（１敷地１店舗）

図表ｕ．縦長敷地の接道条件ごとの特徴（１敷地１店舗）

図表ｖ．道域からつくられるロードサイド

４．駐車場の形態　
　外見形状から、駐車場の形態を「平面駐車場」「立体駐
車場」「屋内駐車場」「建物下駐車場」「建物上駐車場」の
５つに分類できた（図表ｉ）。
　「平面駐車場」は対象としたロードサイドショップにお
いてほとんどの店舗で所有していることがわかった。路
面を整備するだけで駐車場として使うことができ、安価
ゆえ敷地の余白をすべて平面駐車場として設置している
と考えられる。
　逆に、平面駐車場を所有していない店舗を見てみると、
新潟駅近くの店舗の３件だけであった。土地の値段が高
く、広い面積の駐車場を確保しにくい場所にて、駐車場
建物内に組込むことで設置する方法をとっていると考え
られる。
　「立体駐車場」を保有している店舗は、４８２件中９件
でみられた。娯楽施設のパチンコ店において設置される
傾向にある。パチンコ店は店舗面積に対して駐車場面積
が大きく、必要とする駐車場の大きさを平面駐車場では
確保しきれない場所にて、立体駐車場を設置していると
考えられる。立体駐車場は、他の駐車場と比べ店舗規模
（建物規模）に関係なく、安価に大規模な駐車場を設ける
ことができるという利点がある。
　「屋内駐車場」において、業態における内訳を見てみる
と大型商業施設で３件、パチンコ店で１件と、店舗規模
が大きなものに限られていた。４件とも建物の上部に駐
車場を配置している。敷地の規模に対してより大きな駐
車場を設けるために、建物の上部に駐車場を組込んでい
ると考えられる。
　「建物下駐車場」は、飲食施設で５件、各種商業施設で
４件、娯楽施設で２件、大型商業施設で１件と、４つの
すべての業態で存在している。
　まず、飲食施設・各種商業施設で多いのは、面積が狭
い敷地に駐車場を確保するためだと考えられる。地上面
全体に駐車場を設けることで、その分店舗を２階のレベ
ルにあげている。駐車場設置を優先し店舗形状が決まっ
ている形態であると言える（図表ｊ̶①）。
　また、「郊外型大型電器量販店」では、建物１階部分に
駐車場を設け、２・３階に売場を配置した形が、１つの
プロトタイプになっている。これは、先にあげた店舗規
模に対して狭い敷地に十分な駐車場を確保するという理
由に加え、商品の搬入および搬出の効率を考えた形であ
ると考えられる。つまり、精密な機械・商品を取り扱っ
ており雨にあたるのを防ぐ必要があること、また、商品
が大きなものが多く、建物に出し入れする際、駐車場と
店舗とのつながりを良くする必要があることから、この

ような店舗形状になっていると考えられる（図表ｊ̶②）。
　「建物上駐車場」は大型商業施設で６件、娯楽施設・各
種商業施設ではそれぞれ２件ずつ存在した。建物の屋上
を整備し、屋上につながる通路を造ることで安価に設置
することができる。しかし、屋上を駐車場として使える
建物の建築面積が狭小であると、建築費に対して駐車台
数は少なく割高になるために、店舗規模が大きい大型商
業施設・娯楽施設で多く屋上駐車場を設けていると考え
られる。

駐車場を多く設けること、そして駐車場と店舗とのつな
がりを密接にすることが、駐車場形状および＜道域＞の
広がり方に多様性を持たせていることが明らかになった。

図表ｉ．駐車場形態

図表ｊ．建物下駐車場の駐車場と店舗との関係
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（３）インドア郊外圏内の実態調査 
 （１）で定義した「ロードサイド銀座」全
国７８カ所のうちから２１カ所を選定し，実
踏調査を行い，対象地の全ての郊外店舗の空
間的形状や敷地形態，業種，分布状況，開発
前の土地形状などを中心に比較を行った．郊
外居住環境のインドア化は全国の事例でも
指摘でき，郊外居住環境のインドア化という
現象は全国的に発生している現象であると
いえる．また，そのインドア化に関して，建
物や敷地の形状を詳細に比較することで，地
域によって差が生じていることが分かった．
差を生じる要因としては，開発前の土地の形
状や用途，道路の形状など主な要因として挙
げられ，それによって街路景観に差が生じて
いることが指摘できた． 
 郊外ロードサイドの景観は「没場所性」の
典型としてあげられることが多く，こうした
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の感じられる環境を構築していくことが一
つの課題となっている．今回の研究で得られ
た知見を活かし，地域差を最大化するデザイ
ン手法につなげていくことが次の研究展開
として考えられる． 
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に、図表 fのように奥に長い敷地が多く、飲食施設のよ
うな小さな店舗規模では、必要以上の敷地面積になる。
反面、奥行きの長い敷地を確保できることは、大規模店
舗にとっては好都合であり、多くの娯楽施設や大型商業
施設が出店している。この場合は、水田２～５枚分の長さ、
約６５m単位で奥行き長さをとって敷地を確保している。
敷地の側面および後面に道路が接している敷地が少なく、
前面道路面の進入口の広さが敷地内への接続性を決めて
いる。
＜集落型＞集落の土地にロードサイドショップが形成さ
れた形態である（図表ｇ）。「紫鳥線」、「笹出線」に多く
みられた。元々集落で土地が使われていることもあり、
空き敷地が少なく、敷地面積は比較的小さなものが多い。
細く入り組んだ道路が後背地に存在し、街区形状・敷地
形状を異形にしている。敷地によって奥行き長さも異なっ
ており、それは店舗・駐車場配置にも影響を及ぼしてい
ると考えられる。
＜グリッド整形街区型＞後背地の敷地形状に寄らない、
新しく区画整理がされた形態で、分割してできた敷地も
含む（図表ｈ）。街区の奥行きが短いところは、笹出線の
敷地のように後背道路に面するなど、接道条件が多様で
ある。面積も小さなところが多い。
　このようにロードサイドの敷地形状は通りごとに多様
性を帯びていると言える。また、後背地の骨格が敷地の
形状と接道条件と関係していることも指摘できる。
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fig.3　ロードサイド銀座選表数値

道路所在地　　　　　　　長さ 店舗数 /100m
三重県名張市　　　　　　19.5　　　　1.589
三重県津市　　　　　　　29.8　　　　1.577
三重県鈴鹿市　　　　　　22.5　　　　2.266
三重県四日市市　　　　　22.2　　　　2.027
愛知県豊川市　　　　　　10.0　　　　2.50
静岡県浜松市　　　　　　20.2　　　　1.683
静岡県沼津市　　　　　　35.6　　　　1.123
神奈川県平塚市　　　　　26.5　　　　1.433
神奈川県相模原市　　　　29.2　　　　1.643
広島県福山市　　　　　　33.3　　　　1.531

岡山県岡山市　　　　　　18.0　　　　1.555
兵庫県太子町　　　　　　13.7　　　　2.043
兵庫県三木市　　　　　　14.2　　　　2.042
京都府伏見区　　　　　　14.4　　　　2.083
滋賀県大津市　　　　　　16.0　　　　1.562
滋賀県甲賀市　　　　　　16.5　　　　1.515
滋賀県長浜市　　　　　　20.8　　　　1.778
福井県福井市　　　　　　16.1　　　　1.677
石川県金沢市　　　　　　22.6　　　　1.548
富山県高岡市　　　　　　37.0　　　　1.270
富山県魚津市　　　　　　21.5　　　　1.767

fig.4　調査概要

fig.5　用途分類と件数

fig.1　ロードサイド空間（三重県津市） fig.2　本研究の流れ

■主な調査項目

■調査日程 ■撮影方法
2008年 8月 7日～8日
　　動画撮影：9地域（約 160分）
　　連続立面写真撮影：7地域
　　　　9月 16日～23日
　　動画撮影：12地域（約 200分）

・開口部　・配置形態　・屋根形状
・看板・庇・付加ボリューム・階層

調査範囲

200m

大規模商業施設

家電量販店

コンビニ
34件

23件

食料品スーパー

47件

洋服店

232件

24件

車関連品取扱店

眼鏡店

62件

22件

生活雑貨店

スポーツ品店

理髪店
10件

12件

ビデオレンタル店

19件

本屋

15件

9件

携帯電話ショップ

66件

13件

ガソリンスタンド

ボーリング場
7件

13件

25件

パチンコ店

3件

314件

ゲームセンター

飲食店

107件

61件

個人住宅

集合住宅

会社・事務所
217件

15件

15件

医療施設

14件

44件

金融機関

工場

公共施設

漫画喫茶

カラオケ店

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.14. 住宅展示場

背景目的・調査概要

研究のまとめ

商業店舗分析

基本形態の抽出

地域特性分析
・道路形態
・環境特性

・用途
・建物形態
・建物形態の相互関係
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fig.34　幹線上直線型

＜幹線上直線型＞

特徴
・国道１号や８号など主要な幹線道路に付
随する。
・直線的な道路と矩形の街区の影響によっ
て敷地形状も整形である。
・小単位での区画割りがされている場合場
立体的に駐車場を設ける。
地域例
・三重県四日市市
・愛知県豊川市
・京都県伏見市　等

京都府伏見区

20m

＜環境特性依存型＞

fig.36　環境特性依存型

・地域特有の環境の影響でロードサイドに
何らかの影響を与えている。
・公共交通優先道路が駐車場となる（相模原）
・地方特有の温泉施設とともにおみあげ店
がある。（沼津市）

・神奈川県相模原市
・静岡県沼津市　等

神奈川県相模原市

20m
特徴

地域例

名張川

国道165号
（調査対象道路）

地域例
50M

＜遠方立地曲線型＞

特徴
・他の幹線道路から離れた所に立地している。
・曲線的な道路形状をしているため、街区形状が不整形である。

fig.35　遠方立地曲線型

・三重県名張市


